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田中德尚
ガバナー

渡邊
和良
ガバ
ナー補

佐

阿部
淳一
さいた

ま新
都心
会長

第
２
グ
ル
ー
プ
は
、

浦
和
北
Ｒ
Ｃ
の
渡
邊
さ
ん
が
ガ
バ
ナ
ー
補
佐
で
し
か
も
エ
レ
ク
ト
。
い
っ
ぺ
ん
に
2
つ
の

要
職
を
担
っ
て
い
ま
す
。
お
父
様
も
ガ
バ
ナ
ー
で
す
か
ら
、
田
中
ガ
バ
ナ
ー
に
続
く
2
人

目
の
親
子
ガ
バ
ナ
ー
の
誕
生
で
す
。
浦
和
北
が
約
70
名
。
さ
い
た
ま
中
央
、
浦
和
北
東
、

さ
い
た
ま
新
都
心
が
50
名
に
手
が
届
か
ん
と
す
る
大
き
な
ク
ラ
ブ
が
並
び
ま
す
。

浦
和
西
も
一
昨
年
は
8
人
増
強
と
ほ
ぼ
倍
増
！
　
ま
さ
に
活
気
あ
ふ
れ
る
グ
ル
ー
プ
で
す
。

風
土
を
聞
く
と
「
第
１
Ｇ
の
次
に
品
が
よ
い
」
と
か
？
。

第
　
グ
ル
ー
プ

表紙の題字は牧内操研修リーダー

2

田中
豊浦
和西
会長

星野眞一浦和北会長

富樫孝浦和北東会長

さて、モデルは誰でしょう？解った人はメールをください。粗品を差し上げます。

作
次
さ
ん
が
出
て
る

　
　
　

ロ
ー
タ
リ
ー
の

全
面
広
告
か
な
？

　
　
　

埼
玉
の
２
５
７
０
地
区
と
、

２
７
７
０
地
区
だ
。

 
ア
レ
！

コ
レ
、

オ
ヤ
、

近
藤
登
志
夫
さ
い
た
ま
中
央
会
長

他
に

　
年
度
が
変
わ
っ
た
7
月
1
日
の
埼
玉

新
聞
朝
刊
に
、我
が
2
７
７
０
地
区
と

お
隣
の
2
５
７
０
地
区
と
が一緒
に
、カ

ラ
ー
全
面
広
告
を
打
ち
ま
し
た
。

　
R
I
の
今
年
の
柱
の一つ
が『
ロ
ー
タ
リ

ー
の
ブ
ラ
ン
デ
ィン
グ
』で
す
。ロ
ー
タ
リ

ー
と
言
え
ば
、誰
が
聞
い
て
も
判
る
よ
う

に
す
る
。そ
の
た
め
に
、埼
玉
か
ら
世
界

へ
発
信
し
ま
す
。





45

【
会
員
増
強
維
持
も
の
が
た
り
】

ガ
バ
ナ
ー 

田
中
德
尚

ク
ラ
ブ
の
重
点
事
項
と
し
て[

会
員
増
強
維
持]

を

                                                    

入
れ
な
い
会
長
は

少
な
い

で
し
ょ
う
。

実
際
の
と
こ
ろ
、

02-

03
年
度
の

３
２
２
７
名
が
、

11-

12
年
度
に
は

２
５
０
４
名
と
、

７
０
０
名
以
上

減
少
し
て

し
ま
い
ま
し
た
。

会
員
減
少
は
、

 

「
会
員
の
高
齢
化
」「
例
会
の
マ
ン
ネ
リ
化
」

 

「
出
席
率
低
下
」「
寄
付
の
減
少
」
な
ど
、

悪
い
影
響
を
ク
ラ
ブ
に
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

新
ク
ラ
ブ
結
成
に

必
要
な
25
名
を

割
っ
て
い
る

ク
ラ
ブ
は
、

75
ク
ラ
ブ
中

34
ク
ラ
ブ
に

達
し
、
ク
ラ
ブ

存
続
の
危
機
が

迫
っ
て
い
ま
す
。

（
何
れ
も
７
月
１
日
現
在
）

ジ
ョ
ン
ヒ
ュ
ー
コ

事
務
総
長
は
、

R
I
の
取
り
組
む

べ
き
課
題
の一つ
に

会
員
増
強
を
あ
げ
、

世
界
的
な
必
要
性
を
訴
え
て
い
ま
す
。

で
す
か
ら
悩
み
は
同
じ
な
の
で
す
。

一つ
目
は
、

二
つ
目
は
、

会
員
減
少
ク
ラ
ブ
の
特
徴

逆
に
言
え
ば
、

会
長
の
指
導
力
の

下
に
一
致
団
結
し
、

風
通
し
が
良
い
ク
ラ
ブ
！

意
義
の
有
る
奉
仕
活
動

が
活
発
に
行
わ
れ
て
、

家
族
や
社
員
や

地
域
の
方
も

協
力
し
て
く
れ
る
ク
ラ
ブ
！

良
く
練
ら
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
、

配
慮
の
行
届
い
た
運
営
で
、

会
員
が
自
分
の
ク
ラ
ブ
を

自
慢
し
て
い
る
ク
ラ
ブ
！

こ
ん
な
ク
ラ
ブ
が
有
っ
た
ら

辞
め
て
行
く
会
員
は
い
る
で
し
ょ
う
か
！

む
し
ろ
自
慢
の
我
が

ク
ラ
ブ
に
仲
の
良
い

友
人
を
早
速

誘
う
の
で

は
有
り
ま

せ
ん
か
。

ロ
ー
タ
リ
ア
ン
の

皆
様
は
、

事
業
家
や

専
門
家
と
し
て

優
秀
な
だ
け
で
は
無
く
、

奉
仕
の
理
想
を
理
解
す
る

す
な
わ
ち
他
者
が
喜
ぶ
事
を

し
て
あ
げ
た
い
と
願
う

利
他
の
精
神
を

持
っ
た

方
達
で
す
。

簡
単
に
は

適
格
者
は

見
つ
か
ら
な
い

と
も
言
え
る
し
、

直
ぐ
近
く
に
い
る

と
も
言
え
ま
す
。

会
員
増
強
に
一
番

大
切
な
事
は
、

会
員
が
増
強
を

願
っ
て
い
る
事
。

人
は
自
分
の
願
う

未
来
を
手
に
入
れ
る

も
の
で
す
。

皆
様
の
ク
ラ
ブ
に
は
長
期
計
画
が
有
り
ま
す
か
？

そ
こ
に
は
例
え
ば
「
創
立
30
周
年
に
は

50
名
の
会
員
に
し
て

活
発
に
奉
仕
活
動

を
し
よ
う
」

と
書
か
れ
て

い
ま
す
か
？ 

そ
し
て
会
員
全
て
が

そ
れ
を
理
解
し
て

そ
の
思
い
を
共
有

し
て
い
ま
す
か
？ 

一
体
、

会
員
が
増
え
る
と

ど
ん
な
良
い
事
が

あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

そ
れ
を
い
つ
も

考
え
て

い
ま
し
ょ
う
。

奉
仕
を
通
じ
て
平
和
を
築

く
為
に
は
仲
間
が
必
要
で

す
。
仲
間
が
増
え
れ
ば
、

様
々
な
可
能
性
が
広
が
り
ま
す
。

し
か
し
そ
れ
は
、
人
と
人
が

出
会
う
事
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

会
わ
な
く
て
は
、
想
い
や

意
義
は
伝
わ
り
ま
せ
ん
。

す
べ
て
は
出
会
い
か
ら
♥

で
す
か
ら一
人
で
も
多
く
の
新
会

員
予
定
者
を
、例
会
や
奉
仕
活
動

に
誘
っ
て
欲
し
い
の
で
す
。ど
う

す
れ
ば
来
て
く
れ
る
か
？　

さ
ま

ざ
ま
な
工
夫
の
ヒ
ン
ト
は
、ロ
ー

タ
リ
ー
の
友
や
、ロ
ー
タ
リ
ー
文

庫
か
ら
も

紐
解
け

ま
す
。

 
 

 
 

 
 

 

会
員
維
持
に
必
要
な
事
は
、新
会
員

に
友
人
を
作
る
機
会
を
作
る
事
で
す
。

○
例
会
で
の
積
極
的
な
声
が
け
、

○
セ
ミ
ナ
ー
に
誘
っ
て
参
加
さ
せ
る
、

○
ク
ラ
ブ
で
研
修
会
を
開
く
、

○
ク
ラ
ブ
で
役
員
に
抜
擢
し
た
り

○
地
区
に
出
向
さ
せ
る
等
の

機
会
を
作
っ
て
下
さ
い
。

仲
の
良
い
友
人
を

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
で

見
つ
け
た
新
会
員
は
、

更
に
積
極
的
に

活
動
す
る

で
し
ょ
う
。

今
年
の
目
標
は
、

10
年
前
の

３
千
名
の
復
活
で
す
。

同
時
に
全
ク
ラ
ブ
が

創
立
時
の
25
名
を

超
す
事
で
す
。

今
年
の
目
標
は
、

10
年
前
の

３
千
名
の
復
活
で
す
。

同
時
に
全
ク
ラ
ブ
が

創
立
時
の
25
名
を

超
す
事
で
す
。

や
り
ま
し
ょ
う
！

楽
し
い
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

に
す
る
為
に
。意
義
あ
る
奉

仕
活
動
を
継
続
し
、更
に
発

展
さ
せ
る
為
に
。

４
名
で
始
ま
っ
た
組
織
が
、

１
２
０
万
人
に
成
っ
た
理
由

を
考
え
れ
ば
出
来
る
筈
で
す
。

人
は
一
人
で
は

生
き
て
い
け
ま
せ
ん
。

絆
が
求
め
ら
れ
て

い
る
今
こ
そ

新
会
員

予
定
者

に
声
を

か
け
る

時
で
す

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
が

必
要
と
さ
れ
る
の
は
こ
れ
か
ら
で
す
。

地
区
の
仕
事
は
、

ク
ラ
ブ
の
活
性
化
で
す
。

全
て
の
ク
ラ
ブ
を
元
気

に
す
る
事
で
す
。

一
緒
に
活
動
し
て

行
き
ま
し
ょ
う
。

三
つ
目
は
、



■
今
は
昔―

。と
い
っ
て
も
18
年
前

の
話
で
あ
る
。４
千
名
目
前
だ
っ
た

会
員
が
、今
２
千
５
百
名
を
割
っ
て

し
ま
っ
た（
約
38
％
減
）。
25
人
未
満

の
ク
ラ
ブ
が
約
半
数
も
あ
る
。ど
ん

ど
ん
会
員
が
減
っ
て
い
く
の
が
現
状
、

こ
れ
が
危
機
的
現
実
だ
。

■
確
か
に
会
員
減
少
の
原
因
は
た
く

さ
ん
あ
る
。長
い
間
の
不
景
気
、ロ
ー

タ
リ
ー
ス
テ
イ
タ
ス
の
失
速…

、ひ

と
つ
の
大
義
の
為
に
ま
と
ま
っ
て
行

動
し
た
良
き
時
代
と
、今
の
時
代
の

日
本
人
は
、も
は
や
違
う
の
か
も
し

れ
な
い
。し
か
し
出
来
な
い
原
因
を

い
く
ら
言
っ
て
も
、こ
こ
か
ら
希
望
は

生
ま
れ
な
い
。

■
純
粋
で
、一
生
懸
命
で
、具
体
的
な

奉
仕
活
動
を
世
界
中
で
し
て
い
る

ロ
ー
タ
リ
ア
ン
。そ
し
て
素
晴
ら
し

き
仲
間
が
い
る
２
７
７
０
地
区
。こ

の
土
壌
で
開
花
す
る
人
は
、ま
だ
ま

だ
た
く
さ
ん
い
る
は
ず
だ
。

■D
iscover The Rookies 　

「
ロ
ー
タ
リ
ー
で
素
晴
ら
し
い
出
会
い

を
」す
る
人
々
を
増
や
そ
う
で
は
な

い
か
。

■
我
々
の
努
力
と
情
熱
に
は
、ま
だ

伸
び
シ
ロ
が
あ
る
。み
ん
な
が
３
千

人
を
望
ん
だ
時
、

D
ream

s C
om
e True ―

★

夢
は
き
っ
と
現
実
に
な
る
。

第１Ｇガバナー補佐

國光勝三（浦和ＲＣ）

●浦和ＲＣ／１１名
●浦和東ＲＣ／８名
●浦和南ＲＣ／８名
●浦和中ＲＣ／６名
●浦和ダイヤモンドＲＣ／７名
合計 40 名！　各会長さんに高
い目標を掲げていただいた。

[クラブの永続・発展は、
増強にあり ]

私がロータリクラブに入会した
時に頂いた本｢ようこそロータ
リーへ｣に次のような文がある。
『停滞は衰退と死の始まりであ
る』。個人においても、いかなる
組織においてもあてはまる名言
であると思う。
人は誰もが否応なしに一つづつ
年をとるように、クラブも年をと
る。歴史を積み重ねることは大
切なことであるが、同時にクラブ
に活力を与えることこそが重要
であり、そのために増強すること
が必要条件となる。
そして、増強は各会員の責務で
もある。

第２Ｇガバナー補佐

渡邊和良（浦和北ＲＣ）

●浦和北ＲＣ／８名
●さいたま中央ＲＣ／５名
●浦和西ＲＣ／６名
●浦和北東ＲＣ／７名
●さいたま新都心ＲＣ／４名

[奉仕を通じて
　　会員増強を]

本年度第２グループガバナー
補佐として、ガバナーの意向を
皆様に的確にお伝えし、クラブ
の体質を強化し、魅力的なクラ
ブ作りが出来るようお手伝いし
たいと思います。
１年間、皆様と一緒に楽しく効
果的で有意義なロータリー活
動を行うことによって、増強を
達成してゆきたいと思っており
ます。ご指導、ご協力宜しくお
願い申し上げます。

第３Ｇガバナー補佐

斉藤博一（大宮南ＲＣ）

●大宮ＲＣ／６名
●大宮南ＲＣ／５名
●大宮中央ＲＣ／４名
●大宮南東ＲＣ／３名
●大宮シティＲＣ／７名
●さいたま欅ＲＣ／３名

[会長・幹事のやる気！
メンバーの思いで会員増強]

会員の友人知人はもとより、大宮
の地域性を生かした大型法人会員
の勧誘についても、グループ全体
で情報交換を行い積極的にアプ
ローチしていく所存です。大型法
人会員は各クラブのブランドイ
メージ向上にも繋がるものと思い
ます。
退会防止については、クラブ内で
会員が疎外感を感じることのない
ように、会長・幹事が中心に目配り・
気配りを行う。高齢会員の退会に
ついては、ご子息等交代要員の入
会がスムーズに行えるような環境
づくりをしていきたいと思います。

増強４０名

グループスローガン

グループスローガン

グループスローガン

増強３０名

増強２８名

リスボン国際大会は、我が地区の田中ＲＩ会長の主宰する私たちにも重要な大会です。皆様方にはご参加をお願いいたします。

☜
田
中
ガ
バ
ナ
ー
が
語
る『
こ
の
人
、こ
ん
な
人
』

北
清
治
年
度
の
地
区
幹
事
を
務
め
た
國
光
さ
ん
、

何
で
も
知
っ
て
る
知
恵
袋
。

頼
り
に
し
て
ま
す
。

渡
邊
さ
ん
は
、国
際
派
の
テ
ニ
ス
プ
レ
イ
ヤ
ー
。

し
な
や
か
な
バ
ネ
の
あ
る
体
と
心
の
持
ち
主
で
す
。

お
い
し
い
ケ
ー
キ
屋
ヒ
ロ
ち
ゃ
ん
、

若
い
感
性
に
大
き
な
期
待
を
寄
せ
て
ま
す
！

１
Ｇ　

停
滞
と
は
、『
衰
退
』と『
死
』の
始
ま
り
で
あ
る
。

２
Ｇ　

楽
し
く
有
意
義
な
ク
ラ
ブ
で
な
け
れ
ば
増
強
は
で
き
な
い
。

３
Ｇ　

退
会
防
止
も
増
強
。
会
員
が
疎
外
感
を
感
じ
な
い
よ
う
な
気
配
り
を
。

４
Ｇ　
「
こ
の
人
な
ら
！
」と
思
う
標
的
を
狙
い
打
て
！
　

５
Ｇ　

新
会
員
は
、会
社
で
新
事
業
を
展
開
で
き
た
様
な
新
鮮
な
希
望
で
す
。

６
Ｇ　

グ
ル
ー
プ
間
の
垣
根
を
取
り
払
い
、動
け
、
汗
か
け
、風
を
起
こ
せ
！

７
Ｇ　

最
重
要
課
題
増
強
の「
具
体
的
実
践
と
そ
の
検
証
」を
自
ら
に
課
す
。

８
Ｇ　

月
２
回
の
ク
ラ
ブ
訪
問
で
進
捗
状
況
を 

チ
ェ
ッ
ク
＆
フ
ォ
ロ
ー
。

９
Ｇ　

会
長
・
幹
事
が
ま
ず
１
名
！　

そ
れ
が
ク
ラ
ブ
会
員
に
伝
播
す
る
。

10
Ｇ　

ス
テ
ー
タ
ス
失
速
、景
気
回
復
の
遅
れ…

…

、危
機
感
こ
そ
が
活
路
！

11
Ｇ　

世
界
中
か
ら
注
目
さ
れ
る
我
が
地
区
に
、相
応
し
い
活
動
と
増
強
を
。

12
Ｇ　

Passion/

情
熱
、Mission/

信
念
、Action/

行
動
を
会
長
が
強
く
持
て
！

67

ガ
バ
ナ
ー
補
佐
12
人
の



第7Ｇガバナー補佐
梨本松男（幸手ＲＣ）

●幸手ＲＣ／５名
●蓮田ＲＣ／２名
●久喜菖蒲ＲＣ／１２名
●栗橋ＲＣ／５名
●幸手中央ＲＣ／３名

[ロータリー活動を、
会員増強に繋げよう！]

会員増強は“最重要課題”です。
各クラブがその意味を認識した
上で、これまでガバナー又、地区
会員増強維持部門が発信してい
る内容について、具体的に実践
してるか、検証していきたいと考
えます。
　クラブ研修リーダーを任命し
ていますか？　そして、クラブ研
修リーダーを中心とした新会員
研修の計画はありますか？　会
員増強維持委員会の例会卓話を
企画していますか？

第8Ｇガバナー補佐
関森初義（越谷北ＲＣ）

●越谷ＲＣ／２名
●越谷南ＲＣ／７名
●越谷北ＲＣ／５名
●越谷東ＲＣ／５名
●越谷中ＲＣ／４名

[日々のアンテナと
チームワークでゲットを]

各クラブ会員増強維持委員会
を中心とした、「５FOR１」のチー
ム編成の下、新会員候補者リス
ト作成、アプローチ、例会オブ
ザーバー、等の手順を積極的に
進めます。会長と連携を取りな
がら、ガバナー補佐として宣言
した月２回の各クラブ訪問で、
進捗状況チェック＆フォロー。
前期で会員増強目標の必達を目
指し活動をしていく所存です。
後半は、退会防止策を講じつつ、
増強活動を促進していく後半の
スケジュールを会長幹事会で提
示し、後押しができればと考え
ます。このような流れを維持継
続することで目標以上の成果が
期待でき、また純増をクリアー
することになると確信します。

第9Ｇガバナー補佐
布施雅章（八潮ＲＣ）

●八潮ＲＣ／５名
●草加南ＲＣ／５名
●八潮イブニングＲＣ／５名
●草加中央ＲＣ／３名
●八潮みらいＲＣ／５名
●草加松原ＲＣ／２１名

[ロータリーと語り合おう]

第 9 グループ会長・幹事の皆様が
率先して新会員 1名を第 1例会目
指して、会員増強する事を目標にし
ました。その行動がクラブ会員に
伝播し、クラブ目標が達成される
事と思います。
会員が増える事により、奉仕事業
にも勢いがつき、クラブの活性化
になります。そして、今年度RIテー
マ「奉仕を通じて平和を」地域の
人々の平和、日本国民の平和、世界
の平和、ロータリーが目指す平和の
心を持った会員が増える事が、世
界平和の前進に繋がる事だと思い
ます。“皆様 頑張りましよう”

増強27名

グループスローガン

グループスローガン

グループスローガン

増強23名

増強44名

第4Ｇガバナー補佐
加藤和正（岩槻東ＲＣ）

●大宮西ＲＣ／９名
●岩槻ＲＣ／５名
●大宮北ＲＣ／５名
●大宮東ＲＣ／５名
●岩槻東ＲＣ／５名
●大宮北東ＲＣ／３名
●岩槻中央ＲＣ／３名

[信頼の和をもって、
仲間作りしましょう。]

各ＲＣ会員一人一人が会員増強
意識を高め、「この人なら！」と
思う方をクラブ入会に導く努力
が求められ、必要不可欠である
と考えます。
退会防止に付いても、深く協議
を重ね、素晴らしい出会いを、と
の思いでおります。
なお、毎月実施される第４Ｇ会
長・幹事会の席上でご報告を願
い、より良い結果が出せる様、私
の活動においても切磋琢磨いた
します。

第5Ｇガバナー補佐
福士　満（鴻巣ＲＣ）

●上尾ＲＣ／３名
●鴻巣ＲＣ／５名
●桶川ＲＣ／３名
●上尾西ＲＣ／３名
●北本ＲＣ／３名
●上尾北ＲＣ／２名
●鴻巣水曜ＲＣ／５名
●桶川イブニングＲＣ／１名

[新入会員が、クラブに
光と風をもたらす。]

この度、我がクラブに ( 鴻巣
RC)２名の新入会員を迎えまし
たが、会社で新規の事業を展開
できた様な、新鮮で希望に満ち
た明るい雰囲気にクラブが包ま
れ、活気が生まれてきました。
やはり新しい風は良いもので
す。増強の素晴らしき必要性を
改めて感じました。
それを踏まえ、会長幹事会、又、
各クラブ訪問を通じ、「楽しく意
義あるロータリー活動には、会
員増強は欠かすことのできない
必要事項」であることを胆に命
じていただき、各クラブ会長に
積極的に楽しんで会員増強をす
ることを勧めていきます。

第6Ｇガバナー補佐
真野多加史（春日部西ＲＣ）

●春日部ＲＣ／５名
●杉戸ＲＣ／２名
●春日部西ＲＣ／２名
●庄和ＲＣ／４名
●春日部南ＲＣ／１０名
●春日部イブニングＲＣ／3名
●杉戸中央ＲＣ／３名

[ 動く、汗かく、風が吹く、仲間
が集まる。]

ロータリアンが胸をはって新会員
を誘うには、ロータリーの親睦、奉
仕活動の充実なくしては成り立ち
ません。
せっかくロータリーの会員になって
いるのだから、ロータリーに入って
良かったなぁという、いろいろな事
業を通しての感動の共有が、仲間を
増やす原動力になります。
第６グループでは、７つのクラブの
垣根を取り払い、そのための基盤づ
くりにみんなで邁進して行きます。

増強35名

グループスローガン

グループスローガン

グループスローガン

増強25名

増強２9名

リスボン国際大会は、我が地区の田中ＲＩ会長のメイン行事。私たちにも重要な大会です。皆様方にはご参加をお願いいたします。

加
藤
さ
ん
は
、ハ
ー
レ
ー
を
乗
り
回
す
渋
い
大
人
。

コ
コ
ロ
と
カ
ラ
ダ
の
若
さ
で
、地
区
を
牽
引
！

若
い
こ
ろ
は
ス
ポ
ー
ツ
万
能
の
福
士
さ
ん
、

草
野
ア
ナ
の
よ
う
な
筋
肉
で
支
え
て
く
れ
ま
す
！

真
野
さ
ん
は
コ
コ
ロ
正
し
き
怪
人
で
す
。

大
儀
の
た
め
に
は「
イ
バ
ラ
の
道
」を
選
び
ま
す
。

人
は『
ジ
ェ
ン
ト
ル
梨
本
』と
呼
び
ま
す
。

幅
広
い
知
識
、温
厚
な
微
笑
み
の
中
に

強
さ
あ
り
！

関
森
さ
ん
は
、個
性
№
１
、面
倒
見
も
№
１
。

真
摯
で
ピ
ュ
ア
な
感
性
が
、

キ
ラ
リ
光
り
ま
す
。

布
施
さ
ん
は
、
田
中
Ｒ
Ｉ
会
長
輩
出
の
八
潮
か
ら
参
上
！

地
区
き
っ
て
の
ダ
ン
デ
ィ
、
ポ
ケ
ッ
ト
チ
ー
フ
が
似

合
い
ま
す
。
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リスボン国際大会は2013年6月23日～26日です。クラブの最終例会と重なる場合もありますので、最終例会の日程変更をお願いします。

今年の増強 目標 365 人365



第10Ｇガバナー補佐
宮田 博（三郷中央ＲＣ）

●吉川ＲＣ／5名
●三郷ＲＣ／３名
●三郷中央ＲＣ／３名
●三郷ウェンズデーＲＣ/１０名
●松伏ＲＣ／３名

[会員一人が一名の増強を]

社会の景気回復が遅れている今、
またロータリークラブ自体の社
会的ステータスが失われつつあ
る現在、新会員の推薦や勧誘が
難しくなってきています。
クラブの現状を見ましても会員
の老齢化が進み、会員の減少に
歯止めがかからない状況です。
このままではクラブの存続さえ
危ういのは明らかです。会員一
人一人が危機感を持ち、増強に
励むことが必要です。
皆で頑張りましょう。

第11Ｇガバナー補佐
髙野好勝（川口･鳩ヶ谷武南ＲＣ）

●川口ＲＣ／１０名
●鳩ヶ谷ＲＣ／３名
●川口東ＲＣ／３名
●川口・鳩ヶ谷武南ＲＣ／２名
●川口モーニングＲＣ／10名
●川口南ＲＣ／２名
●川口シティ鳩ヶ谷ＲＣ／２名

[ 世界中のロータリアン
から注目されている
２７７０地区にふさわし
い活動と増強を。]

姉妹Ｃの台湾･大甲北区ＲＣか
ら、3460 地区のガバナーが
選出され地区大会に参加した
折に、季芳裕ガバナーから田中
ＲＩ会長へお祝いの言葉を頂き
ました。この時、世界中のロー
タリアンからの期待と注目を感
じとりました。今、2770 地区
のガバナー補佐の役割の大き
さを痛感しています。この重大
さを受け止めながら一年間、増
強をはじめとした役目をがんば
ります。
リスボン国際大会は、我が地区
の田中ＲＩ会長の主催する私た
ちにも重要な大会です。皆様方
にはご参加をお願いいたします。

第12Ｇガバナー補佐
溝上西二（戸田西ＲＣ）

●戸田ＲＣ／０名
●蕨ＲＣ／４名
●川口西ＲＣ／３名
●戸田西ＲＣ／３名
●川口北ＲＣ／３名
●川口北東ＲＣ／３名
●川口中央ＲＣ／３名
●川口むさし野ＲＣ／３名
●戸田イブニングＲＣ／６名

[ なぜ会員増強が必要ですか？  
わかりますよね!！]

Passion 情熱、Mission 信念、　　
Action 行動、これらをトップリー
ダーである会長さんにお願いした
い。スタートの７月から飛ばしましょ
う。そして 12 月迄に各クラブの会
員増強目標数を達成しましょう。
★具体的に説明します。全クラブと
も新会員入会用の「しおり」を作り
ましょう。次に全員で１枚（１名）以
上の紹介カードを増強委員会に提
出しましょう。会長・幹事さんは、そ
れ以上に頑張ってください。自ずと
会員増強に繋がるでしょう。

増強24名

グループスローガン

グループスローガン

グループスローガン

増強32名

増強２8名

浦和
浦和東
浦和南
浦和中
浦和ﾀ ｲ゙ﾔﾓﾝﾄﾞ

浦和北
さいたま中央
浦和西
浦和北東
さいたま新都心

大宮
大宮南
大宮中央
大宮南東
大宮シティ
さいたま欅

大宮西
岩槻
大宮北
大宮東
岩槻東
大宮北東
岩槻中央

上尾
鴻巣
桶川
上尾西
北本
上尾北
鴻巣水曜
桶川イブニング

春日部
杉戸
春日部西
庄和
春日部南
春日部イブニング
杉戸中央

101
78
29
36
20
264
70
45
20
42
40
217
52
35
48
7
62
21
225
66
29
22
36
29
16
14
212
39
27
22
41
8
27
31
16
230
41
26
35
19
28
22
24
195

101
80
24
36
20
261
70
47
17
42
41
217
54
34
41
10
66
20
225
79
29
21
36
29
13
14
221
35
26
18
39
9
25
30
17
199
38
25
30
20
28
21
23
185

11
8
8
6
7
40
8
5
6
7
4
30
6
5
4
3
7
3
28
9
5
5
5
5
3
3
35
3
5
3
3
3
2
5
1
25
5
2
2
4
10
3
3
29

幸手
蓮田
久喜菖蒲
栗橋
幸手中央

越谷
越谷南
越谷北
越谷東
越谷中

八潮
草加南
八潮イブニング
草加中央
八潮みらい
草加松原

吉川
三郷
三郷中央
三郷ウェンズデー
松伏

川口
鳩ヶ谷
川口東
川口・鳩ヶ谷武南
川口モーニング
川口南
川口シティ鳩ヶ谷

戸田
蕨
川口西
戸田西
川口北
川口北東
川口中央
川口むさし野
戸田イブニング

41
33
57
12
24
167
80
51
51
47
12
241
47
12
24
23
24
26
156
31
30
17
20
11
109
82
25
19
26
26
31
14
223
52
26
27
29
33
28
13
19
18
245
2,504

39
36
59
10
26
170
82
51
52
49
14
248
45
12
25
20
25
30
157
32
29
19
18
13
111
84
28
18
27
21
28
15
221
51
25
26
27
29
23
11
17
19
228
2,443

5
2
12
5
3
27
2
7
5
5
4
23
5
5
5
3
5
21
44
5
3
3
10
3
24
10
3
3
2
10
2
2
32
0
4
3
3
3
3
3
3
6
28
365

第
一
グ
ル
ー
プ

第
二
グ
ル
ー
プ

第
三
グ
ル
ー
プ

第
四
グ
ル
ー
プ

第
五
グ
ル
ー
プ

第
六
グ
ル
ー
プ

第
七
グ
ル
ー
プ

第
八
グ
ル
ー
プ

第
九
グ
ル
ー
プ

第
十
グ
ル
ー
プ

第
十
一
グ
ル
ー
プ

第
十
二
グ
ル
ー
プ

2011年
7月 1日
会員数

2012年
7月 1日
会員数

新会員
目標数

2011年
7月 1日
会員数

2012年
7月 1日
会員数

新会員
目標数クラブ名クラブ名

宮
田
さ
ん
、甘
い
マ
ス
ク
と
品
格
が
魅
力
で
す
。

上
品
な
フ
ェ
ロ
モ
ン
で
、新
会
員
を
ゲ
ッ
ト
！

ガ
バ
ナ
ー
出
身
グ
ル
ー
プ
を
持
ち
上
げ
る
髙
野
さ
ん
。

お
世
話
に
な
り
ま
す
。

頼
り
に
し
て
ま
す
。ヨ
ロ
シ
ク
で
す
。

熱
い
情
熱
、鋭
い
知
性
、温
厚
な
風
貌
、

素
敵
な
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
の
代
名
詞
が
溝
上
さ
ん
か
な
。
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7 月 1 日会員数速報 -61
7月末のRI 人頭分担金の振込確認をもって正式な会員数が決定します。

7 月 1 日会員数速報 人



会
員
増
強
維
持
部
門

セ
ミ
ナ
ー
報
告

　
　
　
　

　
　

　
　
会
員
増
強
維
持
部
門
担
当
諮
問
委
員

　
　
Ｐ
・
Ｄ
・
Ｇ
　
大
塚
信
郎(

上
尾
Ｒ
Ｃ)

●
日
本
に
お
け
る
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
数
ピ
ー
ク

は
96
年
11
月
末
の
13
万
６
４
９
名
で
あ
り
ま

す
。
そ
し
て
12
年
４
月
末
の
人
数
は
８
万
９

０
０
６
名
で
す
。
こ
の
16
年
間
で
４
万
１
６

４
３
名
が
減
少
し
ま
し
た
。
単
純
計
算
し
ま

す
と
毎
年
約
２
千
６
０
０
名
減
少
し
て
い
る

こ
と
に
な
り
、
２
７
７
０
地
区
規
模
の
会
員

が
16
年
間
に
渡
っ
て
減
少
し
続
け
た
こ
と
に

な
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
を
考
え
る
と
、
会
員
増

強
は
、
単
に
『
会
長
の
意
気
込
み
で
決
ま
る
』

な
ど
と
抽
象
的
な
表
現
で
済
む
問
題
で
は
な

い
と
私
は
感
じ
ま
す
。

●
ど
ん
な
組
織
で
も
、
毎
年
若
者
を
採
用
し
、

平
均
年
齢
の
維
持
も
し
く
は
低
下
を
図
ら
な

い
と
い
ず
れ
は
衰
退
し
て
し
ま
い
ま
す
。
企

業
・
行
政
組
織
に
お
い
て
は
、
ど
ん
な
に
赤
字

で
あ
っ
て
も
新
規
の
採
用
を
怠
れ
ば
後
年
の

リ
ー
ダ
ー
不
足
に
な
る
た
め
、
最
低
限
の
新

人
採
用
は
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
　

●
私
た
ち
奉
仕
団
体
も
例
外
で
は
な
い
で

し
ょ
う
。
こ
の
数
年
の
ク
ラ
ブ
の
平
均
年
齢

を
カ
ウ
ン
ト
し
て
み
て
下
さ
い
。
平
均
年
齢
が

減
少
し
て
い
る
ク
ラ
ブ
は
、
現
在
の
会
員
増

強
活
動
を
継
続
し
て
行
え
ば
、
ま
ず
は
『
安

泰
』
の
ク
ラ
ブ
だ
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
な

が
ら
、
平
均
年
齢
が
増
加
し
て
い
る
ク
ラ

ブ
。
特
に
毎
年
限
り
な
く
「
一
歳
」
に
近
く

増
加
し
て
い
る
ク
ラ
ブ
は
『
大
変
危
険
』
で

あ
り
ま
す
こ
と
は
誰
に
で
も
わ
か
る
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。

●
若
い
新
会
員
の
獲
得
が
で
き
て
も
２
〜

３
年
も
経
た
な
い
う
ち
に
退
会
し
て
し
ま

う
事
が
、
多
く
報
告
さ
れ
て
い
る
の
も
事

実
で
す
。
退
会
理
由
に
は
、
死
亡
・
転
勤
・

社
業
不
振
な
ど
、
幾
多
の
原
因
が
あ
り
ま

す
が
、
こ
の
減
少
傾
向
は
現
在
の
社
会
情

勢
な
ど
か
ら
ま
だ
ま
だ
続
く
気
配
で
す
。

●
し
か
し
、
ロ
ー
タ
リ
ー
の
百
年
余
り
に
及

ぶ
社
会
貢
献
、奉
仕
の
理
想
は
ゆ
る
ぎ
な
く
、

将
来
も
援
助
を
必
要
と
さ
れ
る
期
待
に
応
え

る
べ
き
で
、
私
た
ち
が
果
た
せ
る
役
割
は
無

限
大
で
あ
り
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
の
力
は
微
力

で
も
、
百
人
、
千
人
の
力
は
限
り
な
い
奉
仕

の
パ
ワ
ー
を
生
み
出
し
ま
す
。

●
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
前
述
の
会
員
減
少

は
、
知
恵
と
努
力
に
よ
っ
て
減
少
に
ス
ト
ッ

プ
を
か
け
る
こ
と
が
急
務
、
緊
急
課
題
で
す
。

●
具
体
的
な
方
法
に
つ
い
て
は
、
皆
で
知
恵

を
出
し
合
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま

す
が
、
私
が
考
え
る
一
つ
に
は
、『
青
年
・
青

少
年
』
と
の
交
流
を
深
め
、
ロ
ー
タ
リ
ー
の

(

種)

を
蒔
き
、
こ
れ
を
（
育
て
る
）
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
ロ
ー
タ
リ
ー
の
「
歯

車
」
を
広
報
し
、「
歯
車
」
を
見
た
ら―

「
地
域
の
人
々
の
生
活
を
改
善
し
た
い
と
い
う

情
熱
を
、
社
会
に
役
立
つ
活
動
に
注
い
で
い

る
、
献
身
的
な
人
々
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
」

と
認
識
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
る
こ
と

で
す
。
そ
れ
に
は
、今
ま
で
以
上
の「
高
潔
性
」・

「
多
様
性
」
を
持
っ
た
奉
仕
活
動
の
展
開
が
期

待
さ
れ
ま
す
。【
頑
張
り
ま
し
ょ
う
】 

　
　
会
員
増
強
維
持
部
門
委
員
長
　
　

　
　
　
　
　
　
染
谷
良
雄（
吉
川
Ｒ
Ｃ
）

●
６
月
15
日
（
金
）
川
口
市
民
ホ
ー
ル
フ
レ

ン
デ
ィ
ア
で
『
田
中
德
尚
ガ
バ
ナ
ー
年
度
／

会
員
増
強
維
持
部
門
セ
ミ
ナ
ー
』
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
三
國
ガ
バ
ナ
ー
を
は
じ
め
、
地

区
役
員
、
各
ク
ラ
ブ
会
長
、
会
長
エ
レ
ク
ト
、

会
員
増
強
委
員
長
、
ク
ラ
ブ
代
表
者
の
方
に

平
日
、
金
曜
日
と
大
変
ご
多
忙
の
な
か
多
く

の
ご
参
加
を
賜
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

●
第
一
部
で
は
、
次
年
度
担
当
諮
問
で
あ
る

大
塚
信
郎
パ
ス
ト
ガ
バ
ナ
ー
に
よ
る
基
調
講

演
を
頂
き
ま
し
た
。

●
第
二
部
で
は
、
役
職
ご
と
分
か
れ
グ
ル
ー

プ
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
開
催
し
て
頂
き
ま
し
た
。

会
長
部
会
は
田
中
德
尚
ガ
バ
ナ
ー
エ
レ
ク
ト

が
総
合
リ
ー
ダ
ー
に
、
会
長
エ
レ
ク
ト
部
会

は
大
塚
次
年
度
担
当
諮
問
が
総
合
リ
ー
ダ
ー

に
、
会
員
増
強
部
会
は
中
村
研
修
委
員
に
総

合
リ
ー
ダ
ー
を
お
願
い
し
、
各
部
会
共
に
規

模
別
に
振
り
分
け
た
８
名
〜
10
名
が
グ
ル
ー

プ
を
編
成
し
、
各
グ
ル
ー
プ
か
ら
リ
ー
ダ
ー
、

リ
ポ
ー
タ
ー
を
お
願
い
致
し
ま
し
た
。

●
田
中
ガ
バ
ナ
ー
エ
レ
ク
ト
よ
り
事
前
に
提

案
さ
れ
た
３
つ
の
テ
ー
マ
、

①
増
強
す
る
と
良
い
こ
と
を
10
個
あ
げ
る
。

②
新
会
員
を
ど
う
誘
っ
て
い
る
か
の
工
夫
。

③
新
会
員
歓
迎
の
お
も
て
な
し
ア
イ
デ
ア
。

を
討
論
し
て
頂
き
、
ク
ラ
ブ
の
問
題
や
増
強

の
方
策
な
ど
、
熱
の
こ
も
っ
た
セ
ッ
シ
ョ
ン

で
有
意
義
な
時
間
が
持
て
ま
し
た
。セ
ッ
シ
ョ

ン
終
了
後
は
、
17
の
グ
ル
ー
プ
、
各
リ
ポ
ー

タ
ー
か
ら
発
表
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。

●
地
区
会
員
増
強
維
持
部
門
で
は
、
リ
ポ
ー

タ
ー
が
発
表
し
ま
し
た
討
論
や
内
容
を
纏
め

て
各
ク
ラ
ブ
へ
ご
報
告
さ
せ
て
頂
き
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
会
員
増
強
に
ご
活
用
願
い
ま
す
。

●
最
後
に
セ
ミ
ナ
ー
を
ま
と
め
、

｢

会
員
増
強
の
難
し
さ
を
語
る
よ
り
、
出
来
る

方
法
を
語
り
あ
い
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
『
先

ず
行
動
』
を
確
認
し
合
い
、
目
標
３
千
名
と

大
き
な
数
字
で
あ
り
ま
す
が
、
目
標
に
邁
進

し
増
強
意
欲
を
高
め
ま
し
ょ
う｣

と
締
め
括

り
ま
し
た
。

●
田
中
作
次
Ｒ
Ｉ
会
長
が
世
界
各
国
飛
び

回
っ
て
い
る
中
で
、
我
が
２
７
７
０
地
区
が

注
目
さ
れ
る
事
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
我

が
地
区
は
、
今
が
チ
ャ
ン
ス
で
ジ
ャ
ン
プ
時

で
す
。

●
各
ク
ラ
ブ
の
更
な
る
増
強
と
維
持
の
ご
活

躍
を
期
待
致
し
ま
す
。

　
　
　
会
員
増
強
維
持
委
員
長
　

　
　
　
　
　
藤
田
達
夫(

越
谷
南
Ｒ
Ｃ)

●
田
中
ガ
バ
ナ
ー
年
度
の
口
火
を
切
っ
て
行

わ
れ
た
『
会
員
増
強
維
持
部
門
セ
ミ
ナ
ー
』

に
は
沢
山
の
会
員
の
皆
様
に
お
集
ま
り
頂
き

有
難
う
御
座
い
ま
し
た
。
田
中
ガ
バ
ナ
ー
は

地
区
増
強
目
標
数
に
３
千
名
を
掲
げ
ま
し

た
。
こ
の
数
は
高
い
ハ
ー
ド
ル
で
す
が
、Ｒ
Ｉ

の
田
中
作
次
会
長
も
高
い
目
標
を
持
っ
て
そ

れ
に
向
か
っ
て
努
力
す
る
事
は
大
切
な
事
だ

と
言
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

●
８
月
は
会
員
増
強
維
持
月
間
で
す
。
各
ク

ラ
ブ
は
地
区
に
提
出
し
た
目
標
数
に
向
け
て

早
速
行
動
に
移
し
て
下
さ
い
。
特
に
上
半
期

に
そ
の
目
標
に
達
す
る
様
頑
張
っ
て
下
さ
い
。

●
25
名
未
満
の
ク
ラ
ブ
は
25
名
を
目
指
し
、

25
名
以
上
の
ク
ラ
ブ
は
10
％
の
純
増
を
ク
ラ

ブ
一
丸
と
な
っ
て
お
願
い
し
ま
す
。

●
ク
ラ
ブ
の
安
定
的
運
営
、
老
壮
青
の
バ
ラ

ン
ス
、
奉
仕
活
動
の
充
実
の
為
に
も
会
員
増

強
が
必
要
で
す
。
更
に
は
米
山
奨
学
生
の
援

助
活
動
、
ロ
ー
タ
リ
ー
財
団
等
の
国
際
的
な

奉
仕
活
動
を
実
行
に
移
す
為
に
も
会
員
増
強

が
必
要
で
す
。

知
恵
と
努
力
に
よ
っ
て
減
少
に

ス
ト
ッ
プ
を
か
け
る
こ
と
が

緊
急
課
題

ロ
ー
タ
リ
ー
で
、

素
晴
ら
し
い
出
会
い
を

会
員
増
強
が
出
会
い
の
ス
タ
ー
ト

地
区
全
ク
ラ
ブ
に
卓
話
に
行
き
、

会
員
増
強
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
い

皆
さ
ん
！
　

何
故
増
強
す
る
の
で
し
ょ
う
？

ク
ラ
ブ
存
続
の
た
め
？
　

そ
れ
も
あ
り
ま
す
が
、
自
分
が
入
っ

て
幸
せ
に
な
れ
た
か
ら
、
人
に
薦
め

ら
れ
る
の
で
す
。

●
会
長
の
や
る
気
、
強
力
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
に
よ
っ
て
ク
ラ
ブ
の
活
性
化
を
図
る
に
は
、

ク
ラ
ブ
理
事
会
・
ク
ラ
ブ
フ
ォ
ー
ラ
ム
な
ど

を
開
き
、
大
い
に
語
り
合
う
事
で
す
。

●
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
、
女
性
会
員
。
30
代
〜
50

代
の
会
員
。
更
に
は
銀
行
（
金
融
機
関
）。
各

種
団
体
、
保
険
、
取
引
先
等
に
働
き
か
け
、

紹
介
を
依
頼
す
る
こ
と
で
す
。
ク
ラ
ブ
例
会

に
招
待
し
、
例
会
の
雰
囲
気
を
感
じ
て
も
ら

い
ま
し
ょ
う
。

●
地
区
会
員
増
強
維
持
委
員
会
は
、
地
区

全
ク
ラ
ブ
に
委
員
会
の
委
員
が
卓
話
に
行

き
、
会
員
増
強
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
い
と
思

い
ま
す
。 

 

会
員
増
強
維
持
部
門

セ
ミ
ナ
ー
報
告

青
年
・
新
世
代
に

ロ
ー
タ
リ
ー
の

種
を
蒔
き
、

ロ
ー
タ
リ
ア
ン

を
育
て
よ
う
！

増
強
と
は
、

増
や
し
て
強
く
す
る

の
で
は
な
く
、

強
く
す
れ
ば
増
え
る

の
で
す
。

会
員
増
強
の
難
し
さ
を
語
る

よ
り
、
出
来
る
方
法
を
語
り

あ
い
ま
し
ょ
う
。

そ
し
て
〝
先
ず
行
動
〞で
す
。

13

目
指
せ
！

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と

奉
仕
活
動
で

自
慢
の
ク
ラ
ブ
を

田中德尚ガバナー

大塚Ｐ・Ｄ・Ｇ

田中作次RI会長

染谷部門委員長

中村Ｐ・Ｄ・Ｇ

12
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２
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７
０
地
区
・
２
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地
区

２
０
１
２
年
７
月
２
２
日

打
ち
水
大
作
戦
の 

報
告

    

社
会
奉
仕
部
門
委
員
長
　

　
　
　
　
　
　
寺
門
　
孝
彦

　

大
暑
の
日
、
し
か
し
平
年
よ
り
も
６
度
ほ
ど
低
い
気

温
の
中
、
さ
い
た
ま
市
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
、
鐘
塚
公
園
に

集
ま
る
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
の
面
々
。
や
が
て
テ
ン
ト
が
運

び
込
ま
れ
、「
打
ち
水
大
作
戦
」
の
看
板
が
据
え
付
け
ら

れ
、
バ
ケ
ツ
や
柄
杓
が
用
意
さ
れ
た
。
そ
し
て
ロ
ー
タ

リ
ー
の
旗
、
ポ
リ
オ
撲
滅
の
ポ
ス
タ
ー
も
用
意
さ
れ
た
。

田
中
德
尚
ガ
バ
ナ
ー
も
既
に
到
着
。大
宮
西
ロ
ー
タ
リ
ー

ク
ラ
ブ
の
実
施
す
る
打
ち
水
に
飛
び
入
り
参
加
し
た
。

　

30
人
ほ
ど
の
メ
ン
バ
ー
に
、
奥
さ
ん
や
子
供
た
ち
、

さ
ら
に
孫
た
ち
も
加
わ
り
、
や
が
て
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
の

呼
び
掛
け
に
、
夕
涼
み
に
来
ら
れ
た
市
民
の
方
々
も
加

わ
っ
て
、
午
後
３
時
よ
り
と
こ
ろ
狭
し
と
水
が
ま
か
れ

始
め
た
。
テ
レ
ビ
埼
玉
の
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
取
材
も
加

わ
り
、
打
ち
水
も
盛
り
上
が
っ
て
来
た
。
次
か
ら
次
へ
と

バ
ケ
ツ
の
水
が
無
く
な
り
、
す
る
と
公
園
の
池
の
水
を

二
次
利
用
し
て
補
充
さ
れ
る
。

　

約
45
分
ほ
ど
の
大
作
戦
で
は
あ
っ
た
が
、
日
本
古
来

の
夏
の
涼
の
取
り
方
を
伝
え
ら
れ
た
か
も
し
れ
な
い
。

こ
の
こ
と
が
、
節
電
と
地
球
温
暖
化
の
回
避
に
寄
与
す

る
も
の
で
あ
る
こ
と
も
ア
ナ
ウ
ン
ス
し
た
。

　

当
日
は
確
か
に
涼
し
い
中
で
の
「
打
ち
水
大
作
戦
」

で
は
あ
っ
た
が
、
ロ
ー
タ
リ
ー
の
公
共
イ
メ
ー
ジ
の
向
上

と
い
う
点
で
は
成
果
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
自
負

し
て
い
る
。

①水道水は使わない。

水の二次利用を基本原則とし、打ち水に

は雨水やお風呂の残り湯、エアコンの室

外機に貯まった水などを利用すること。

②お金をかけない。

生活の中で水の再利用を促進すること

が目的であるので、ペットボトルや手桶、

ひしゃく、ポリバケツなど身の回りにある

物を用いて「打ち水」を実施すること。

③涼しげな服装で。

江戸時代のエコライフ、伝統文化の見直

しという観点から、浴衣や甚兵衛などを

着用しては。少なくともスーパークール

ビズなど涼しげな服装で参加すること。

④効果を測定しよう。

「打ち水」開始前と実施後に気温を測定

し、その効果を参加者で共有すること。

打ち水の心得

上尾西RC

川口北RC

浦和区大戸で

浦和北RC

川口西RC

草加で

さいたま市緑区
川越で 所沢で

熊谷で

浦和で

大宮で

浦和西RC

一
斉
に
！

ア
チ
コ
チ
で
！

そ
れ
は

浦和で

７
月
22
日
（
日
）テ
レ
ビ
埼
玉
「
ご
ご

た
ま
ニ
ュ
ー
ス（
５
時
45
分
か
ら
）」

の
中
で
放
映
さ
れ
ま
し
た
。

埼
玉
県
一
斉

大 

作 

戦 

！

杉戸中央RC 川口北RC～園児と一緒に～ ～気合い入ってます～

←
始
め
る
前
38
℃

打
ち
水
後
32
℃
↓

～午後２時半に西川口駅前、
　　　午後３時半に済生会川口乳児院前にて実施～

～一人打ち水作戦　松島勳広報部門委員長～

～板前さんも一斉に～

～渡邊ガバナーエレクト、一人打ち水作戦実施～

～二木屋～

～童心にかえって～

埼玉新聞　平成24年7月23日 朝刊

～会社の昼休み時間に～

～井戸水を散水～



スカイツリーでの
写真の撮り方

★INFORMATION

モデルは交
換留学生

のアンナと
シャノン

７月１１日より当日券も発売開
始！留学生や奨学生を連れて
行きましょう。近いとスカイツ
リーと人が一緒に入りません。
どうするか？ベンチに寝転んで
真下から狙います。
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７月７日（土）午後１時３０分～／すこやかプラザ

財団部門セミナー

盛岡北ＲＣの田口様、悲惨な大震災の報告と
力強い復興支援の施策を発表。胸を打ちま
した。
各委員長も、さすがの出来えで喝采！

寄付も支援も、やってナンボ。
参加は１７１名でした。

公式訪問スタート

7月１２日（水）午前１０時４０分～／フラールガーデン春日部

さくら散るとさくらんぼ。一つ終わると、一つ始まる。

春日部西ＲＣで、三國ガバナーから田中ガバナーへ。
鶴見地区幹事から小林地区幹事へバトンタッチ。

★INFORMATION

★INFORMATION

世界平和フォーラムのお知らせ

２0１２－１３年度、国際ロータリーでは、３回にわ
たり「ロータリー世界平和フォーラム」を開催いた
します。その日程と旅行のプラン案を掲載します。

●ベルリン（ドイツ）国境のない平和
２０12年１１月３０日～１２月２日
○ベルリン５泊７日・11月29日～12月６日
会議３日／観光２日（ベルリン･ドレスデン･マイセ
ン）旅行代金488,000円
（一人部屋追加108,000円）

●ホノルル（米国ハワイ）平和にいたる緑の道
２０１３年１月２５日～２７日
○ホノルル５泊７日・1月24日～1月30日
会議３日／自由行動１日
旅行代金218,000円（一人部屋追加90,000円）

●広島（日本）平和はあなたから始まる
２０１３年５月１７日～１８日

※価格案提供／ＪＴＢ関東法人営業川口支店
お問い合わせ／川口支店048－227-2503
支店長・永井洋之(川口ＲＣ)
　　　　(バンコク国際大会担当)

※これは2770地区公式ツアーではありません。
　ツアー価格の概算を知るための参考プランです。

参加 80 名。一堂
に揃った事務局レ

ディー（男

性一人）知的で美
しく、まるで学習

院の同窓会

のようでした！

（巻末の『みんな
の広場』に写真一

挙公開☆）

７月１０日（火）午
後３時３０分～／

浦和ワシントン

事務局研修会

７月21日（土
）午前９時30

分～／浦和コミュ
ニティセンター

広報部門セミナ
ー

１１時４５分に
終了という時間

は、「一日つぶ

れないから良い
」と意外に好感

触で、131 名

が参加しました
。

　基調講演は、
ロータリーの友

編集長の二神

典子氏。ロータ
リーブランドの

構築のお話が

ありました。松
島部門委員長

からは刷新した

ホームページ
の説明があり

、実利的なセ
ミ

ナーとして好評
でした。

ブライダル認証式

昔、嫁さん捜しに世話役がいました。
今、嫁さん捜しはブライダルのコーディネーターで。

寺門部門委員長は惚れてもいいが、
栗原委員長には惚れてはいけない。

７月１４日（土）午前１１時～／浦和ロイヤルパインズ

田
中
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
、
ガ
バ
ナ
ー
の
お
母
様
。

★INFORMATION

盛岡北ＲＣパスト会長、
田口絢子様と。

★INFORMAT
IONー広報より

地区ＨＰに会員
情報の掲載を！

現在掲載者５０
％です。

どしどし載せて
みんなで職業奉

仕を。

会員情報は会員
以外は見られま

せん。

バナー広告を募
集中！

年間1万円です
。

「ロータリー文庫」
は日本ロータリー５

０周年記念事業の
一つとして

1970年に創立され
た皆様の資料室です

。

  ロータリー関係の
貴重な文献や視聴覚

資料など、約２万３
千点を収集・

整備し皆様のご利用
に備えております。

閲覧は勿論、電話や
書信による

ご相談、文献・資料
の出版先のご紹介、

絶版資料については
コピーサー

ビスも承ります。ま
た、一部資料はホー

ムページで PDF も
ご利用いた

だけます。
　クラブ事務所には

ロータリー文庫の「
資料目録」を備えて

ありますの

で、ご活用願います
。

最近のロータリー情
報より

◎「あなたにとってロー
タリーとは何か　改訂

版」　菅野多利雄　 

　　2012　23p　
［申込先：緑ヶ丘病

院　FAX(022)36
6-6243]

◎「国際ロータリーの
考え方」　田村泰三

　

　　2012　1p　（
D.2710月信）

◎「CLP アンケート
についての考察」　

前田眞実　　　

　　2010　4p　（
D.2720月信）

◎「続まことのロータ
リアン」　大澤德平

　

      2012　1p   （
D.2640月信）

◎「クラブの「多様性
」について」　積 惟

貞　

      2012　1p   （
D.2620月信）　

◎「P.F.ドラッカー５
つの質問」　国永秀

男　

      2011　4p　（
D.2680地区大会記

録誌）

 ◎「中国『大国化』
のなかでの日米関

係」  松尾文夫　   
 

　　2011　4p   （
D.2650地区大会記

念誌）

 ◎「国際社会におけ
る日本の立場」　青

山繁晴　

　　2011　4p 　（
D.2660 地区大会

記録）　　　　

　　　　　　　　 ［
上記申込先：ロータ

リー文庫]

文庫通信（298号）

 　
　

お詫びと訂正

7月号（297号）
裏表紙にある文庫通

信の誤記

文庫資料の申込先は
[ロータリ－文庫 ]

です。間違った記載
をしました

ことをお詫びして訂
正いたします。

なお、誤記の [川尻
政輝 FAX（03）6

431-9764] は、「
ロータリー

財団ハンドブック改
訂版」片岡暎子の申

込先です。

2014－15年度
ガバナーノミニー選出のお知らせ
2011－12年度指名委員会委員長
　　　　　　　　　飯野雪男ＰＤＧ

(撮影･小林地区幹事) 
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M･P･H（5）

M･P･H（5）

M･P･H（4）

M･P･H（3）

波多野　勝治
蓮田

平成24年7月5日

大宮中央

M･P･H（2）

平成24年7月5日

大宮北東
平成24年7月5日

平成24年7月19日

蓮田
平成24年7月5日

本橋　敏男

大宮東

M･P･H（4）

長嶋　成憲
大宮東

平成24年7月20日

勝野　由行
大宮中央

平成24年7月5日

大宮中央
平成24年7月5日

M･P･H（2）

八潮
平成24年7月18日

M･P･H（2）

八潮
平成24年7月18日

M･P･H（2）

八潮
平成24年7月18日

M･P･H（1）

八潮
平成24年7月18日

八潮
平成24年7月18日

八潮
平成24年7月11日

M･P･H（1）

平成24年7月20日

M･P･H（3）

大宮中央
平成24年7月5日

M･P･H（3）

大宮中央
平成24年7月5日

大宮中央
平成24年7月5日平成24年7月13日

M･P･H（3）

大宮中央
平成24年7月5日

M･P･H（3）

平成24年7月13日

M･P･H（2）P･H・F

平成24年7月5日

M･P･H（4）

M･P･H（4）

大宮中央
平成24年7月5日

大宮東
平成24年7月15日

久世　晴雅

三枝　和男

泉　英明

熊木　広光

東山　大

樋口　領治

岩淵　秀一
越谷南

黒須　雅行
蓮田

星野　時夫

井尻　修

沼澤　明夫

田中　武

滝澤　弘樹

河本　博

松田　和子

ベネファクター（26）

ベネファクター（7）

平成24年7月4日

ベネファクター（4）

ベネファクター（3）

M･P･H（3）

蓮田
平成24年7月5日

桐田　直樹

ベネファクター（1）

大塚　信郎
上尾

森田　武司

大宮北東
平成24年7月5日

森田　武司 吉田　肇
川口西

平成24年7月4日

吉田　肇
川口西

石塚　栄一

ベネファクター（1）

ベネファクター（1）

平成24年7月6日
桶川

栗原　広孝

増山　昌司

米山功労者メジャードナー（32）米山功労者マルチプル（8）

米山功労者マルチプル（4）

米山功労者マルチプル（4）

米山功労者マルチプル（3）

米山功労者メジャードナー（10）

米山功労者メジャードナー（31）

米山功労者メジャードナー（18）

米山功労者メジャードナー（14）

米山功労者メジャードナー（12）

菊地　廣
岩槻

大宮中央
平成24年7月3日

大宮中央
平成24年7月3日

米山功労者メジャードナー（12）

大宮中央
平成24年7月3日

久世　晴雅

岩渕　孝男

林　正憲

平成24年7月13日

岩淵　秀一
越谷南

大宮中央
平成24年7月3日

大宮中央
平成24年7月3日

越谷南
平成24年7月13日

越谷南
平成24年7月13日

石塚　栄一

岡田　信昭

大宮中央
平成24年7月3日

米山功労者マルチプル（4）

長谷川　政功

染谷　宗一

米山功労者マルチプル（3）

八潮
平成24年7月18日

井尻　修

米山功労者マルチプル（3）

大宮中央
平成24年7月3日

川嵜　彦一

八潮
平成24年7月18日

滝澤　弘樹

米山功労者マルチプル（2）

米山功労者マルチプル（1）

大宮中央
平成24年7月3日

米山功労者

桶川
平成24年7月6日

米山功労者

米山功労者

志村　広
大宮東

平成24年7月20日

飯野　忠

鈴木　真琴

村山　隆之

大宮東
平成24年7月20日

三枝　和男

石渡　俊人
大宮西

平成24年7月2日入会

平成24年7月2日入会

平成24年7月3日入会

あいおいニッセイ同和損保保険(株)
損害保険業

稲垣　壯一
吉川

丸十鉱産(株)
液化石油ガス販売

武田　紘一

武田ポスティングサービス
広告業

大宮北東

平成24年7月3日入会平成24年7月5日入会

平成24年7月3日入会平成24年7月5日入会

平成24年7月19日入会

大宮北東
中村　健一

(有)中村工匠建設
建設業

阪　泰彦
大宮南

(株)アルピーノ
フランス料理店

吉澤　雅隆

吉岳商事(株)
平成24年7月3日入会

不動産管理

越谷

梶原　尚
八潮

平成24年7月3日

八潮
平成24年7月3日

八潮
平成24年7月3日

三建興業(株)
建築業

清水　昭禎

税理士法人　清水税務会計事務所
税理士

中嶋　達也　

(株)内山
ユニフォーム・作業服・資材の販売

大久保　政明
浦和中

プラスイーデザイン合同会社
デザイン広告

赤坂　昌雄
川口北

行政書士　赤坂事務所
行政書士

長谷川　浄意
浦和東

(有)長谷川
住宅賃貸

ロ
ー
タ
リ
ー
財
団

米
山
奨
学
会

新 
会 

員

　んなの広場み
投稿先[メール]
eiichi-yoshida@ballade.plala.or.jp(鳩ヶ谷RC 吉田 )

事務局レディたち
ー事務局研修でー

　公式訪問日程
７月号記載の公式訪問日程に誤報と訂正がありましたので謹ん
でお詫び申し上げますとともに正規の日程をご案内致します。

なお、今後も日程に変更がございましたら順次ご案内致します。

8/ 6　川口東・さいたま欅　→ 8/7 川口東・さいたま欅
8/ 7　浦和ダイヤモンド  　→ 8/8 浦和ダイヤモンド
8/ 8　さいたま中央　　    → 8/9 さいたま中央
9/ 7   八潮みらい・八潮 → 9/7 八潮みらい
                                   →10/6 八潮

誤 正

お詫びと訂正

※これらは、編集締切日時点で分かった方の情報です。来月に載る方もいらっしゃいますので、予めご了承ください。

愛と誠意で

ロータリークラ
ブを

支えてくれるの
は

聡明で几帳面な
事務局の
みなさまです。

あなたが

世話になる

事務局、

どこにいます？
ここには５３人が
大集合しています。

皆
さ
ま
の
投
稿
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

大
き
な

気
持
ち
に

感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
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